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ふれあいニュースレター第29号 １ 

～６月２１日：福島県復興シンボルキャラクター「ふくしまから  はじめ よう。キビタン」が  
  南相馬市の青葉幼稚園を訪問しました。～               ＜写真提供：福島県＞  
  キビタンに来てほしい幼稚園や小学校は「キビタン絆育成事務局」 ( T E L 0 2 4- 9 5 3 - 68 8 1)まで。            

富岡町、飯舘村「本格除染」
の事業者公募を開始（６月２６日） 

詳しくは、環境省及び福島環境再税事務所のホームページをご覧ください。 

http://tohoku.env.go.jp/fukushima/procure/index.html 
■特別地域内除染実施計画（富岡町） 

http://josen.env.go.jp/area/details/pdf/josen-area_p-tomioka.pdf 

 環境省は、除染特別地域（環境省が直接
除染を行う地域、１１市町村）のうち、富
岡町及び飯舘村分について６月２６日、本
格除染の事業者の公募（入札公告）をそれ
ぞれ開始しました。 
 平成２４年１月１日に全面施行された放
射性物質汚染対処特措法により、除染特別
地域における除染等については、市町村毎
に策定する「特別地域内除染実施計画」に
よって進められることとされています。 
 このため、平成２４年１月２６日に、環
境省は、除染特別地域の除染の進め方につ
いての考え方を「除染特別地域における除
染の方針（除染ロードマップ）」としてお
示しし、これを踏まえて、除染特別地域の
除染の進め方について関係市町村等の関係
者と協議・調整を行ってきました。 
 今般、富岡町において協議・調整が整い、
除染計画を策定し６月２６日（事業者公募
と同日）に公表しました。  

■暮らし関連４ 
 

 
 
 
 
            
田村市の避難指
示解除準備区域
で農地除染を行
い 、 本 格 的 に 営
農再開!!農家のつ
くる喜びを復興へ
の一歩に。 

■暮らし関連３ 
 
 
 
 
 
 
 

浪江町本庁舎で
皆様の帰町を支
えます! 

■健   康２ 
  
第１１回「県民健
康管理調査」検
討委員会資料等
をもとに、「基本
調査」及び「詳細
調査」の最新の
状況をまとめま
した｡ 

キビタンが青葉幼稚園のお友だちに 
元気を届けに来たよ! 

『 
』 

 今後、国は、計画の策定が終了した１０
市町村について、計画に沿って除染を進め
るとともに、引き続き、双葉町についての
協議・調整を進めてまいります。 
 
 また、今般、富岡町及び飯舘村について
は、除染業務の発注に必要な情報が整った
ことから、環境省が直接除染を行う地域
（富岡町：住宅建物等４，５２９棟、舗装
道路・未舗装道路約７６ヘクタール、農地
約６００ヘクタール、森林約５１５ヘク
タール（森林については住宅近傍約２０ｍ
以内）、飯舘村：宅建物等約３４５世帯、
舗装道路約３０ヘクタール、未舗装道路約
２０ヘクタール、農地約３９０ヘクタール、
森林約２００ヘクタール（森林については
住宅近傍約２０ｍ以内））及び公共施設
等）について、事業者を決定し、速やかに
本格除染を開始する予定です。 

http://tohoku.env.go.jp/fukushima/procure/index.html
http://josen.env.go.jp/area/details/pdf/josen-area_p-tomioka.pdf


 福島県では、東京電力福島第一原子力発電所の事故
を踏まえ、将来にわたる県民の皆さまの健康管理を目
的とした「県民健康管理調査」を実施しています。 
 この「県民健康管理調査」は、大きく分けて「基本
調査」と「詳細調査」からなり、この「詳細調査」で
は、１．甲状腺検査、２．健康診査、３．こころの健
康度・生活習慣に関する調査、４．妊産婦に関する調
査、の４つの調査を実施しています。 

福 島 県 の 「 県 民 健 康 管 理 調 査 」 に つい て 

県民健康管理調査（基本調査） 

県民健康管理調査（詳細調査） 

１．甲状腺検査（平成２３年度及び平成２４年度） 

 県民の皆さまの３月１１日以降の行動記録を基に、外
部被ばく線量を推計し、将来にわたる県民の健康の維持、
増進につなげていくことを目的に実施しています。 

平成２３年３月１１日時点での県内居住者 

問診票により実施 

３月１１日以降、「いつ」「どこに」「どのく
らい居たか」「どのように移動したか」など、
皆さまの行動記録に基づいて推計します。 

基本調査回答状況   平成２５年３月３１日現在 

調査対象者 ２，０５６，９９４人 

回答者数     ４８１，４２３人 (回答率２３．４％） 

 子どもたちの健康を長期的に見守ることを目的に実
施しています。 

震災時に０歳から１８歳までの全県民約３６万
人 

甲状腺超音波検査 

平成２３年１０月から平成２６年３月までを目
途に、第１回目の検査を行います。平成２６年
度からは、２０歳までは２年ごと、それ以降は
５年ごとに検査を行います。 

 県民の健康状態を把握して長期的に見守っていくと
ともに、生活習慣病の予防や早期発見、早期治療につ
なげることを目的に実施しています。 

避難区域等の住民等：２１１，９８７人 
＜避難区域等＞田村市、南相馬市、川俣町、広
野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉
町、浪江町、葛尾村、飯舘村、及び伊達市の一
部（特定避難勧奨地点の属する区域） 

既存の健診制度を活用して実施します。 
（白血球分画などの検査項目を上乗せして実施） 

４．妊産婦に関する調査（平成２４年度） 

３．こころの健康度・生活習慣に関する調査（平成２４年度） 
 震災や原子力発電所事故で心的外傷を負ったり、不
安や不自由な生活を余儀なくされるなど、困難な状況
にある方々のこころやからだの健康度（問題）を正し
く把握して、適切なケアを図ることを目的として実施し
ています。 

現在のこころと身体の健康状態、生活習慣（食
生活、睡眠、喫煙、飲酒、運動）、最近半年く
らいの行動などについて調査し、要支援と判断
された方に対しては、臨床心理士や保健師、看
護師等が電話による支援を行いました。 

 妊産婦の方の健康状態やこころの健康度を把握し、
不安の軽減や必要なケアの提供を図ることを目的に実
施しています。 

①平成２３年８月１日から平成２４年７月３１日
までに、県内各市町村において母子健康手帳を交
付された方 
②県外市区町村から母子健康手帳を交付された方
のうち、県内に転入または滞在して①と同じ期 
間に県内で妊婦健診を受診し、又は分娩をした方 
（１４，４９３人） 

震災後の妊婦健康診査の受診状況、妊娠経過中
の健康状態、妊産婦のこころの健康度などにつ
いて調査し、要支援と判断された方に対しては、
助産師、保健師等が電話やメールによる支援を
行っています。 

対象者 

方 法 

内 容 

２．健康診査(平成２４年度) 

実効線量推計結果の状況 平成２５年３月３１日現在 

全県調査（先行調査＋全県民調査）    ：４２０，５４３人 
放射線業務従事経験者を除く４１１，９２２人の９９．３％が３
ミリシーベルト未満（最高値は２５ミリシーベルト） 

実施状況        平成２５年３月３１日現在 
   １７４，３７６人（超音波検査結果確定者） 

Ａ判定 
１７３，２３６人 
（９９．３  ％） 

次回検査まで「追加検査」を必要と
しないもの 

Ｂ判定 
  １，１３９人 
（ ０．７  ％） 

結 節（ ５.1㎜以上）や、 
のう胞（２０.1㎜以上）が認められ
念のため二次検査を行うもの 

Ｃ判定 
      １人 
（ ０．００１％） 

直ちに二次検査を要するもの 

 実施状況    平成２５年５月１５日現在（速報値） 

 受診者数  ５９，２８０人（受診率２８．０％） 

健  康   

＜二次検査＞ 平成２５年５月２７日現在  
 ■対 象 者：一次検査結果で、Ｂ及びＣ判定と確定した者   
      （１，１４０人） 
 ■実施状況：  ４２１人 検査実施者 
 ■検査結果：   ２８人 悪性ないし悪性疑いのある者 

検査結果 後日、本人（保護者）あてに検査結果を通知します。 

２ ふれあいニュースレター第29号  

対象者 

方 法 

内 容 

対象者 

内 容 

内 容 

対象者 

内 容 

避難区域等の住民等：２１１，６１４人 対象者 

実施状況       平成２５年４月３０日現在 

回答者数 ６５，２６５人（回答率 ３０．８％） 

要支援者数  ２，３２９人（要支援率 ４．３％） 

実施状況       平成２５年４月３０日現在 

回答者数 ６，７９４人（回答率  ４６．９％） 

電話要支援者数 １，０４１人（要支援者率１５．３％） 

  ６月５日に開催された第１１回「県民健康管理調査」検討委員会資料等をもとに、

「基本調査」及び「詳細調査」の最新の状況をまとめました｡ 

                   福島県立医科大学  
                   放射線医学県民健康管理センター  
                                                                                   ０２４ｰ５４９ｰ５１３０(土日祝日を除く9:00～17:00） 

お 問 い 

合わせ先 

詳しくは、福島県ホームページ（県民健康管理調査）をご覧ください。 

http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISP
LAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=24809 

http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=24809
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=24809


◆◇浪江町帰町準備室・復旧事業課（浪江町）◇◆ 

○同係副主査 佐藤篤さん：私は下水道復旧の 
 担当です。これまで、マンホールを開けて中の状況確認をしてきましたが、今後は、配管にカメラを入れて 
 ２次調査を進めていきます。２６年度中の復旧工事施工を目指して取り組んでいます。規模が大きすぎて全 
 体を見据えて取り組むことが難しいのですが、下水道は事業再開に絶対必要なので、今できることから取り 
 組んでいきます。 
○建設土木係長 三瓶徳久さん：ようやく戻って来られました。通勤時間は長くなってしまいますが、復旧現 
 場での時間が多く取れますので、腰を据えて対応したいと考えています。重要インフラである町道について 
 は、津波被災地以外で１７箇所の補修工事が必要な状況にあり、そのなかで低線量地域の４箇所については、 
 町において２４年度に測量、設計を行い本年５月に国の実地調査が終わったところです。今後は、施工にあ 
 たって発生する廃棄物の仮置き場の確保、工事の人員確保が課題であり、国を挙げての対策を期待します。 

暮らし関連情報 

「浪江町本庁舎で皆様の帰町を支えます!」 

ふれあいニュースレター第29号 ３ 

 浪江町は本年４月１日に警戒区域の見直しを行い、町の一部が避難指示解除準備区域・居住制限区域となり、
日中の立入が可能となりました。これらの区域に立ち入る住民の皆様を現地で機動的にサポートするため、同
日付で「帰町準備室」を新設し、浪江町の本庁舎に職員が常駐する体制を整えました（６月現在９名）。また、
帰町の要となるインフラの復旧を加速化させるため、道路や上下水道等のインフラ復旧を担当する「復旧事業
課」総勢１０名を、６月１日から本庁舎に移し、現場に即応できるようにしました。住民の皆様の帰町を支え
る町職員の方々に、一日も早い帰町を願う思いや、現地で復興に全力で取り組む決意を語っていただきました。 

○上下水道係主査 鈴木智和さん：私のミッ  
 ションは、皆さんが帰町したとき安心して飲  
 める水を提供できるようにすることです。今 
 回、復旧・復興現場に近くなったことで、作 
 業が効率的に行えるようになりました。直近 
 では、防火用水の確保のため、一日の半分は 
 現場に出ています。水道は、常に末端まで流 
 さないと配管やタンクの中で水が劣化するた 
 め、今後は定期的に末端の蛇口を開く作業が 
 必要ですが、一日も早い帰町のためがんばっ 
 ています。 

の手続を担当していました。その後、「若い方々に帰町してほしい。町民行事を復活させたい。」という思
いから職員採用試験を受け、４月からは職員として勤務しています。まだわからないことも多く、日々四苦
八苦していますが、業務内容の理解を深め、皆さんの帰町に貢献したいと思います。 

○危機防災係長 鴨川永好さん：４月の区域見直し以降、町  
 民や事業者の出入りは多くなっていますが、さほど大きな 
 トラブルもないのでほっとしています。役場で発行した  
 『浪江町への立ち入りのしおり』を丁寧に作成したことが 
 皆さんに伝わっていることを実感します。町民の皆さんが 
 町内へ立ち入る際には、是非時間に余裕をもって安全運転 
 を心がけていただきますようお願いします。 
 現在、町では、燃えるゴミのみ回収していますが、その 
 「仮」仮置き場がいっぱいになっており、焼却施設や仮置 
 き場の早期確保が現在の課題です。 
○危機防災係主事 吉田薫さん：大学卒業後、町が配布して 
 いるフォトビジョンに町の求人広告が出ているのを見て、 
 「地元のために何かできないか」との思いから非常勤職員 
 に応募しました。昨年度は、災害対策課で、主に公益立入 

  
開庁時間 ： ８:３０～１７：１５ （土日祝日は日直対応） 
住   所 ：福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7-2（本庁舎） 
●復旧事業課 建設土木係 ＴＥＬ：０２４０－３４－０２４４   
       上下水道係 ＴＥＬ：０２４０－３４－０２３４   
●帰町準備室 危機防災係 ＴＥＬ：０２４０－３４－０２２９ 

帰 町 準 備 室 

復 旧 事 業 課 

 ◇          ◇          ◇ 

 １０月には、除染、廃棄物処理、津波被災地対策を担当する「ふるさと再生課」も本庁舎に移転し、帰町の
ための現場対応がさらに強化されます。「町民の皆様が一時帰宅される際には、庁舎近接の集会所（サンシャ
イン浪江）を開放していますので、是非お立ち寄りください」と職員の方々は話していました。 

佐藤篤さん 
復旧事業課・上下水道係 

三瓶徳久さん 
復旧事業課・建設土木係長 

鈴木智和さん 
復旧事業課・上下水道係 

吉田薫さん 
帰町準備室・危機防災係 

鴨川永好さん 
帰町準備室・危機防災係長 



詳しくは、環境省のホームページをご覧ください。  
http://josen-plaza.env.go.jp/info/rebirth/rebirth_43.html 

 また。田村市役所産
業部農林課・門馬吉喜
課長は、「出荷に向け
た野菜と米の生産が認
められたことは、生活
基盤を取り戻す過程で
大きな前進です。 
 避難指示解除準備区
域の除染は、ほぼ終了
しました。生産と生活
の両方の場の安全が確
認できてはじめて、帰
郷への気持ちも高まる
と思います」と語りま
した。 
 ５月中旬、同市合子
地区の農家・坪井久夫
さんは、ＪＡたむら東
部営農生活事業所・青
木良さんとともに田植
えに励んでいました。 

  
＜福島再生除染活動 
 レポートより＞       

暮らし関連情報 
田村市の避難指示解除準備区域で 
農地除染を行い、本格的に営農再開!! 
農家のつくる喜びを復興への一歩に。 

 環境省は、特別地域内除染実施計画に基づき、住民の皆様の１日
も早いご帰還を目指し、仮置き場・一時保管所の確保や除染業務の
発注に必要な情報が整った地域から、本格除染の発注を行っていま
す。田村市都路町の一部は、昨年４月に警戒区域から避難指示解除
準備区域に再編され、７月から除染特別地域として、国による除染
が進められてきました。この地域の大半の農地は、耕土深が浅いた
め、なるべく石を掘り起こさないよう配慮した除染の方法である深
耕※で行いました。（※深耕とは、田畑を深く耕すことであり、こ
こでは耕土の単位当たりのセシウム濃度を下げる[希釈する]ことを
目的とした除染工法。） 

４ ふれあいニュースレター第29号  

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内 
  過 去の「ふれあいニュ ースレターに つきましては 、以下のアドレス よりご 覧いた だくこ とが可能です。  

 ぜ ひ ご 覧く ださい。http://www.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html 

発行 政府原子力被災者生活支援チーム 

 さらに、田村市では
昨年来、農家に安心し
て作付けしてもらうこ
とを目指し、除染後の
農地で、野菜１０品目
の試験栽培と稲の試験
作付けを実施してきま
した。その結果、試験
期間中に農作物の放射
性セシウム検出値が、
食品の基準値を大幅に
下回りました。 
 県の農林水産部園芸
課の安部充副課長兼主
任主査は、「田村市の
営農再開は、農家の協
力を得て検査を積極的
に実施したことが大き
い。他自治体の出荷制
限解除につながるモデ
ル事例です。」と評価
しています。 
 

同区域の農地除染作業の様子。 
早期営農再開の妨げにならない配慮と
して、反転耕でなく深耕を実施。 

「今回のニュースを弾みに、
営農を再開する農家が増
えることに期待したい。」と
門馬農林課長は語る。 

県JAたむら農産物直
売所・ふぁせるたむら。
同地域の米や野菜が
再び並ぶ時も近い。 

県農業総合センターで
野菜の放射能汚染レベ
ルをモニタリング検査す
る分析課の職員。 

「作付け再開が決まって念願叶った、という思いです。仮設住宅
から通いながら農作業をすることになりますが、今秋にはトマト
などの野菜の作付けにも挑戦したい。」と坪井さん。 
「今年は一部の農家がチャレンジされますが、坪井さんたちの
営農再開が地元の勇気につながります。」と青木さん。 
 

 晴天の下でひとめぼれの苗を持つ 
      農家 坪井久夫さん（右）とJAたむら 青木良さん（左） 

http://josen-plaza.env.go.jp/info/rebirth/rebirth_43.html
http://www.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
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